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年
に
一
回
健
康
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

十
勝
勤
医
協
で
は
、
友
の

会
の
み
な
さ
ん
が
健
康
に
過

ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

健
康
診
断
の
取
り
組
み
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
特
定
健

診
や
帯
広
市
が
健
診
料
を
補

助
す
る
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
、

肝
炎
・
前
立
腺
が
ん
・
大
腸

が
ん
等
の
オ
プ
シ
ョ
ン
健
診
、

協
会
け
ん
ぽ
が
実
施
し
て
い

る
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
や

会
社
で
働
く
方
々
の
健
康
診

断
な
ど
、
多
種
多
様
な
健
康

診
断
の
受
け
入
れ
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
音
更
町
、
幕
別
町
に
お
住

ま
い
の
国
保
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
加
入
者
も
帯
広
病

院
・
白
樺
医
院
で
も
特
定
健

診
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

な
ぜ
健
診
を
お
勧
め
す

る
の
か

　

新
年
度
に
入
り
、
慌
た
だ

し
く
過
ご
し
て
い
る
方
が
多

い
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
時
期
に
「
た
い
し
た
症

状
も
無
い
の
に
健
康
診
断
な

ん
て
受
け
て
い
ら
れ
な
い
」

「
診
察
の
待
ち
時
間
な
ど
を

考
え
る
と
面
倒
だ
し
時
間
も

無
い
」
と
感
じ
る
方
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
病
気
を
早
期
に

発
見
、
早
期
治
療
に
繋
げ
る

こ
と
で
重
症
化
し
な
い
で
す

む
、
健
康
状
態
を
定
期
的
に

把
握
で
き
る
、
日
常
生
活
を

見
直
す
き
っ
か
け
に
で
き
る

等
、
健
康
診
断
は
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

健
康
診
断
は
単
に
病
気
を

見
つ
け
る
だ
け
が
目
的
で
は

無
い
こ
と
を
是
非
知
っ
て
頂

き
た
い
の
で
す
。

　

そ
し
て
、「
そ
の
う
ち
」「
暇

が
で
き
た
ら
」
な
ど
で
は
無

く
、「
年
に
１
回
、
健
診
を

受
け
る
」
こ
と
で
健
康
チ
ェ

ッ
ク
を
行
う
と
考
え
て
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
国
の
「
特

定
健
診
」
の
仕
組
み
は
、
主

に
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」
に
着
目
し
た
健
診

に
な
っ
て
し
ま
い
、
検
査
で

き
る
項
目
は
そ
う
多
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
十
勝
勤
医
協
で

は
友
の
会
員
さ
ん
向
け
に
追

加
検
査
項
目
（
採
血
項
目
の

追
加
や
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

再
検
査
・
精
密
検
査
も

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
診
断
は
受
診
す
る
こ

と
で
、
そ
れ
が
ゴ
ー
ル
と
い

う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
は

っ
き
り
と
し
た
自
覚
が
な
い

ま
ま
進
行
す
る
こ
と
の
多
い

「
生
活
習
慣
病
」
を
予
防
し

た
り
、
病
気
に
向
き
合
っ
た

り
、
日
常
生
活
や
健
康
状
態

を
改
め
て
考
え
る
機
会
な
の

で
す
。

　

そ
し
て
、
健
康
診
断
を
受

け
て
頂
い
た
「
そ
の
後
」
が

大
切
で
す
。
せ
っ
か
く
受
診

し
た
健
康
診
断
の
結
果
を
無

駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、
自

分
の
身
体
の
状
態
を
把
握
す

る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
下

さ
い
。
そ
し
て
も
し
異
常
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
再
検
査

や
精
密
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
検
査
を
受
け
て
何
も

異
常
が
な
け
れ
ば
安
心
で
き

ま
す
し
、
早
期
発
見
で
き
れ

ば
早
期
治
療
に
繋
が
り
ま
す
。

特
定
健
診
対
象
者

○
帯
広
市
・
音
更
町
・
幕
別

町
・
本
別
町
に
お
住
ま
い

の
40
才
以
上
の
国
民
健
康

保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
加
入
者　

○
各
社
会
保
険
の
40
才
以
上

の
扶
養
家
族
の
方

○
各
保
険
組
合
が
発
行
す
る

受
診
券
を
お
持
ち
の
方

※
特
定
健
診
は
ご
予
約
を
お

と
り
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

受
付
時
間
内
に
各
自
治
体
・

保
険
組
合
か
ら
郵
送
さ
れ

て
き
た
受
診
券
を
お
持
ち

下
さ
い
。

　

地
域
の
み
な
さ
ん
に
支
え

ら
れ
て
歩
ん
で
き
た
十
勝
勤

医
協
で
す
。
友
の
会
の
み
な

さ
ん
の
健
康
な
日
常
を
守
る

一
助
と
な
れ
る
よ
う
に
こ
れ

か
ら
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
、
ご
自
分
の
た

め
、
ご
家
族
の
た
め
に
ぜ
ひ

健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

春です！！春です！！
健康診断を受けましょう！！健康診断を受けましょう！！

▼
自
民
・
公
明

の
与
党
が
衆
院

厚
生
労
働
委
員

会

で
、｢

地

域

包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
強
化
の
た

め
の
介
護
保
険

法
改
定
案
」の
採
決
を
強
行

し
た
。一
定
所
得
以
上
の
人

の
利
用
料
を
３
割
負
担
に
す

る
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
地
域
共

生
社
会
の
実
現
」の
名
で
、高

齢
者
、障
害
者
、障
害
児
な
ど

の
施
策
に
対
す
る
国
・
自
治

体
の
公
的
責
任
を
大
幅
に
後

退
さ
せ
か
ね
な
い
仕
組
み
づ

く
り
も
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
、

許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

ま
た
、一
括
し
て
改
定
す
る

法
案
数
は
約
30
に
の
ぼ
る
や

り
方
に
も
怒
り
を
覚
え
る
。

２
年
前
に
実
施
さ
れ
た
利
用

料
の
一
部
２
割
化
、特
養
入

所
対
象
の
限
定
、補
足
給
付

の
見
直
し
に
よ
っ
て
、サ
ー

ビ
ス
利
用
の
制
限
や
施
設
退

所
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
例

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。新
た

な
見
直
し
の
審
議
の
前
に
、

ま
ず
前
回
「
改
正
」後
の
実

態
の
検
証
と
介
護
困
難
を
打

開
す
る
た
め
の
検
討
こ
そ
必

要
だ
。今
こ
そ
地
域
住
民
に

負
担
を
強
い
る
制
度
改
悪
を

や
め
さ
せ
、国
に
社
会
保
障

の
増
進
義
務
を
定
め
た
憲
法

25
条
に
基
づ
く
政
治
へ
転
換

さ
せ
る
介
護
ウ
ェ
ー
ブ
の
取

り
組
み
を
大
き
く
広
げ
て
い

こ
う
。 

（
Ｙ
）

　 帯広市 音更町 幕別町 本別町 各保険組合

帯広病院 ○ ○ ○ ○ ○
白樺医院 ○ ○ ○ 　 ○
柳町医院 　 ○ 　 　 ○

命と健
康を

守る

健康診
断を

受けま
しょう
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戦
争
法
廃
止
・
憲
法
守
れ

 

共
謀
罪
反
対
の
運
動
を
広
く
大
き
く

つ
け
警
護
」「
宿
営
地
共
同

防
衛
」
な
ど
戦
争
法
を
具
体

化
す
る
新
し
い
任
務
が
付
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
戦
争
法
廃
止
の
運
動

は
止
む
こ
と
な
く
全
国
で
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
十

勝
で
も
、
15
年
11
月
に
発
足

し
た
「
憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー

と
か
ち
」
は
、
毎
月
19
日
行

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
と
め
よ
う
改
憲
!
十
勝
連

絡
会
」
と
の
共
同
行
動
を
昨

年
３
月
、
５
月
、
10
月
に
行

な
い
、
今
年
４
月
つ
い
に
中

央
に
倣
っ
て
「
総
が
か
り
行

動
十
勝
実
行
委
員
会
」
を
立

　

安
倍
自
公
政
権
は
２
０
１

４
年
夏
、
集
団
的
自
衛
権
行

使
を
容
認
す
る
閣
議
決
定
を

し
、
２
０
１
５
年
９
月
に
は
、

空
前
の
規
模
で
広
が
っ
た
世

論
の
声
を
無
視
し
、
憲
法
違

反
の
安
保
法
制
＝
戦
争
法
案

採
決
を
強
行
し
ま
し
た
。
昨

年
11
月
に
は
、
ア
フ
リ
カ
南

ス
ー
ダ
ン
に
派
遣
さ
れ
る
自

衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
部
隊
に
「
駆
け

　

４
月
15
日
（
土
）、
十
勝

勤
医
協
第
39
回
通
常
社
員
総

会
が
と
か
ち
館
で
行
わ
れ
、

地
域
社
員
・
職
員
社
員
76
名

が
参
加
し
、
地
域
の
取
り
組

み
や
医
療
・
介
護
な
ど
の
職

場
で
奮
闘
し
た
職
員
の
活
動

な
ど
を
振
り
返
り
、
２
０
１

７
年
度
の
活
動
方
針
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
地
域
友
の
会
、

職
員
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

18
人
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
地
域
社
員
か
ら
は
、
地

域
の
浴
室
存
続
を
求
め
る
運

動
や
貧
困
と
格
差
の
実
態
と

友
の
会
活
動
に
つ
い
て
、
帯

広
市
と
音
更
町
の
総
合
事
業

に
つ
い
て
、
友
の
会
活
動
と

活
性
化
等
に
つ
い
て
の
報
告

や
、
戦
争
法
廃
止
と
共
謀
罪

反
対
の
運
動
の
共
同
に
つ
い

て
の
報
告
と
決
意
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

職
員
か
ら
は
、
終
末
期
の

シリーズ

がが
ああぶぶなないい

憲法共同センターとかち事務局長代理
幕別友の会長

藤岡　博史

新入職員の紹介新入職員の紹介
十 勝 勤 医 協

ほ
っ
と
ら
い
ん

ほ
っ
と
ら
い
ん

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺

矢　

川　

直　

美

看
護
師

谷　

村　

優　

介

介
護
福
祉
士

佐
々
木　

勇　

介

作
業
療
法
士

石　

川　

暁　

規

介
護
福
祉
士

滝　

沢　

隆　

太

理
学
療
法
士

２度目ですがフレッシュな方々と共に

講義等オリエンテーションに参加させ

ていただきました。今野専務と浅沼元

師長さん他先輩達がつくってくれた訪

問看護を私のこれまでの経験も活かし

て頑張りたいです。

各事業所を見学し、改めて利用者の方と

職員同士の関係などとても良い職場環境

であると実感しました。このような職場

で働けることを改めて喜ばしく思います。

日々を大切にして過ごし、少しでも早く

戦力として行動できるよう頑張りたいと

思います。

私は今年度から社会人となり、まだまだ

たくさん知らないことが多く、最初のう

ちはご迷惑をおかけしてしまう事がある

と思いますが、社会人としての責任を自

覚し、早く一人前になれるよう頑張りま

す。

オリエンテーションで自分が働かせてい

ただく職場を含めた全事業所を見学させ

ていただき、これから自分が働く場所と

関わっていく利用者の方とお会いする事

もできたので、一職員として不安もあり

ますが、やる気が大きくなったので自分

なりに頑張っていこうと再度思いました。

オリエンテーションの際、親切にご説明

してくださった職員の皆様、大変ありが

とうございました。どこの施設も職員さ

んが明るくとてもいい職場だと感じまし

た。また、青年ジャンボリーについて、

とてもいい取り組みをしていると感じ興

味を持ちました。

十
勝
勤
労
者
医
療
協
会

十
勝
勤
労
者
医
療
協
会  

第第
3939
回
通
常
社
員
総
会
開
催

回
通
常
社
員
総
会
開
催

ち
上
げ
、
４
月
26
日
と
５
月

20
日
に
戦
争
法
廃
止
、
自
衛

隊
を
戦
場
に
送
る
な
、
共
謀

罪
反
対
の
集
会
を
開
く
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

　

過
去
３
回
廃
案
に
追
い
込

ま
れ
た
共
謀
罪
が
今
国
会
で

審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
テ
ロ

を
口
実
に
「
監
視
強
化
社
会
」

を
作
り
、
政
府
の
方
針
と
違

う
意
見
を
持
つ
市
民
を
委
縮

さ
せ
る
ね
ら
い
で
す
。
戦
争

す
る
国
づ
く
り
を
す
す
め
る

安
倍
政
権
の
暴
走
に
国
民
の

運
動
で
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ま

し
ょ
う
。

看
護
の
実
践
や
リ
ハ
ビ
リ
の

取
り
組
み
と
今
後
の
展
望
、

老
健
認
知
症
棟
に
お
け
る
在

宅
復
帰
支
援
と
在
宅
総
合
セ

ン
タ
ー
白
樺
の
建
設
等
、
各

事
業
所
の
特
徴
的
な
医
療
・

介
護
活
動
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
青
年
職
員
か

ら
は
青
年
の
取
り
組
み
と
民

医
連
運
動
の
発
言
が
あ
り
、

友
の
会
と
の
協
力
共
同
に
つ

い
て
の
訴
え
も
あ
り
ま
し
た
。

今
こ
そ
、
い
の
ち
を
守
る
こ

と
を
使
命
と
す
る
医
療
・
介

護
の
団
体
と
し
て
、
憲
法
・

平
和
・
人
権
を
守
り
抜
く
十

勝
勤
医
協
の
役
割
、
存
在
意

義
を
発
揮
し
、
職
員
、
地
域
、

共
同
組
織
が
力
を
合
わ
せ
、

民
医
連
の
事
業
と
運
動
を
継

続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

（
本
部
事
務
局　

池
田
大
輔
）

第39回通常社員総会の様子
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看護師

　誰にでもいつかは必ず訪れる人生の最終段階について、皆さんは考

えた事があるでしょうか？

　自分はどんなふうに最期を迎えたいかと聞かれたとき“苦しまない

でポックリ逝きたい”“住み慣れた自宅で家族に囲まれながら安らか

な最期を迎えたい”“家族に迷惑をかけたくない”など色々な考え方

があると思います。明日がどうなるか誰もわかりませんし、将来の健

康がどうなるかを予測することもできません。

　自分の考えを伝えられなくなった場合に備えて、前もって受ける医

療に対する希望を家族や医師に伝えておくことは重要なことです。今

回はアドバンス・ケア・プランニング（ＡＣＰ）について考えてみま

しょう。

◎アドバンス・ケア・プランニング（Advance Care Planning）とは？

　人はそれぞれ人生観や想いに基づく人生設計を持って将来のことを

考えています。それは、医療についても同じことが言えると思います。

これから受ける医療やケアに対する自分自身の希望を前もって家族や

医療者側に表明し、文書に残す手順をアドバンス・ケア・プランニン

グ（以下ＡＣＰと略す）と呼んでいます。

　予期しないできごとや突然の病気で、自分の希望を伝えることがで

きなくなるかもしれません。認知症などでは、医療やケアについての

希望を伝えたり、選択する能力が少しずつなくなることもあるでしょう。

　前もって受ける医療に対する希望を、家族や医師に伝えておくこと

で、将来自分で判断できなくなったとしても、こうして準備しておけ

ば、受ける医療に対する自分自身の希望をみんなに知ってもらうこと

ができます。そして、自分自身だけでなく、家族や自分に代わって医

療の選択をしなければならない人にとって、混乱や迷いが生じなくて

すむ可能性があります。

◎自分自身の命の終わりに希望することや思いについて考えましょう

　命に関わる病気になった時の延命治療について自分の希望や思い、

生活のなかで大切にしたいことや、人生の目標・希望や思いについて

考えてみましょう。

■自分の人生の目標・希望や思い、治療の目標は何でしょうか？

■自分にとって何が大切ですか？

■いろいろな治療の中で、して欲しいこと、して欲しくないことがあ

　りますか？

■どこで治療やケアを受けたいですか？　　

■誰と過ごしたいですか？

■誰に面倒をみてもらいたいですか？　

　病気が重篤になってからの意思決定は難しいことです。判断能力に

影響するような災害に直面したり、重い病気にかかって医療等につい

て選択しなければならない事柄が発生する前に、健康な時からＡＣＰ

について考え話し合う習慣をつけることが重要です。そして、話し合

ったことを記録として残しておきましょう。

　一度話合っても、今の自分の気持ちや思いは時間と共に変化したり、

健康状態によって変わってくる可能性があるので、直面するあらゆる

局面で繰り返し、確認していくことも必要です。

　ＡＣＰは「話し合うプロセス」が大切です。病気と付き合いながら、

自分が望む場所で暮らし、自分らしく生ききるために、支えとなる医

療機関との繋がりも必要です。私たち看護師は「その人らしい、その

人の望む生活」を支える身近な存在として、皆さんの支えになれれば

と思っています。

人生の最期の過ごし方について 

～元気なうちから考えておきましょう～
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春
の
1
日
看
護
体
験

帯広病院帯広病院

　

今
年
も
大
盛
況
だ
っ
た
春

の
1
日
看
護
体
験
が
終
了
し

ま
し
た
。
将
来
、
看
護
師
を

目
指
し
て
い
る
高
校
生
35
名

が
参
加
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

白
衣
に
着
替
え
て
脈
拍
、
血
圧
測
定
、

足
浴
、
肺
音
や
心
音
の
聴
取
等
を
病
棟

の
看
護
師
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
な
が
ら
体
験
し
ま
し
た
。
体
験
後

の
感
想
で
は
「
看
護
師
に
成
り
た
い
気

持
ち
が
強
く
な
っ
た
」「
看
護
師
の
仕

事
が
イ
メ
ー
ジ
出
来
た
」「
患
者
さ
ん

と
触
れ
合
う
距
離
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
実
際
に
見
て
看
護
師
っ
て
い
い

な
と
思
っ
た
」
と
看
護
師
に
成
り
た
い

気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
と
い
う
感
想
が

多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
未
来

の
看
護
師
さ
ん
誕
生
に
向
け
て
看
護
体

験
を
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。

 

【
帯
広
病
院
病
棟
師
長　

林
下
亜
希
】

春
を
感
じ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ケアセンターケアセンター

白樺白樺

　

３
月
23
日
（
木
）、
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
白
樺
３
階
療
養
棟

に
て
利
用
者
様
と
一
緒
に
桜

餅
作
り
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

桜
の
良
い
香
り
の
も
ち
米

と
ア
ン
コ
、
桜
の
葉
の
塩
漬
け
が
用

意
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
形
に
丸

め
ま
す
。
桜
餅
作
り
の
間
も
利
用
者

様
同
士
お
喋
り
に
花
を
咲
か
せ
て
楽

し
そ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

形
は
少
し
い
び
つ
で
す
が
口
い
っ
ぱ

い
に
春
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

施
設
内
に
い
る
と
な
か
な
か
季
節

を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な

い
た
め
、
少
し
で
も
利
用
者
様
に
季

節
を
感
じ
て
も
ら
い
楽
し
ん
で
も
ら

え
た
ら
と
行
事
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
皆
様
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

【
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
３
階
療
養
棟　

 

介
護
福
祉
士 

後
藤
志
穂
美
】

奮闘記看護師
奮闘記

★★★
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【
音
更
東
】
菅
原　

一
晴

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

七
〇
九
五

【
音
更
西
】
増
田　

浩
毅

 

〇
一
五
五

－

三
〇

－

八
八
六
〇

【
音
更
南
】
坂
本　

恵
子

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

六
二
六
三

【
音
更
北
】
中
嶋　

晴
子

 

〇
一
五
五

－

四
二

－

二
一
九
九

【
士　

幌
】
和
田　

鶴
三

 

〇
一
五
六
四

－

七

－

四
四
三
五

【
上
士
幌
】
山
本　

政
俊

 

〇
一
五
六
四

－

二

－

三
〇
八
九

【
新　

得
】
土
山　

武
志

 

〇
一
五
六

－

六
四

－

四
七
一
六

【
清　

水
】
田
中
け
い
子

 

〇
一
五
六

－

六
三

－

三
〇
五
六

【
鹿　

追
】
武
田　

耕
次

 

〇
一
五
六

－

六
六

－

二
一
七
六

【
芽　

室
】
梅
津　

美
政

 

〇
一
五
五

－

六
二

－

二
八
五
九

【
中
札
内
】
西
村　

和
正

 

〇
一
五
五

－

六
七

－

二
七
七
四

【
更　

別
】
大
津
寿
美
香

 

〇
八
〇

－

六
〇
八
四

－

八
三
八
七

【
大　

樹
】
有
岡
千
恵
子

 

〇
一
五
五
八

－

七

－

五
二
二
八

【
広　

尾
】
前
崎　
　

茂

 

〇
一
五
五
八

－

二

－

四
三
四
〇

【
幕　

別
】
小
林　

正
明

 

〇
一
五
五

－

五
四

－

五
二
三
一

【
札
内
東
】
鈴
木
志
摩
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

六
七
五
七

【
札
内
西
】
成
沢
せ
い
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

五
九
〇
三

【
忠　

類
】
増
田　

武
夫

 

〇
一
五
五
八

－

八

－

二
六
〇
七

【
豊　

頃
】
岩
井　
　

明

 

〇
一
五

－

五
七
四

－

二
六
三
四

【
池　

田
】
吉
田　

清
治

 

〇
一
五

－

五
七
二

－

八
六
一
〇

【
本　

別
】
加
藤　

孝
一

 

〇
一
五
六

－

二
二

－

四
八
二
二

【
足　

寄
】
田
利
美
智
子

 

〇
一
五
六

－

二
五

－

四
〇
〇
〇

【
陸　

別
】
黒
沼　

明
美

 

〇
一
五
六

－

二
七

－

二
六
六
七

【　

東　

】
加
藤　

み
ち

 

二
三

－

六
三
一
八

【　

柏　

】
加
藤　

昌
明

 

二
三

－

五
〇
八
四

【
光　

南
】
村
上
や
よ
い

 

二
五

－

五
五
八
八

【
鉄　

南
】
牧
野
美
智
子

 

四
七

－

八
九
六
五

【
中　

央
】
田
村
カ
オ
リ

 

二
三

－

二
六
〇
七

【
啓　

北
】
内
田　
　

豊

 

三
六

－

三
八
一
八

【　

栄　

】
及
川　

洋
子

 

〇
九
〇

－

五
二
二
二

－

三
八
三
二

【
開　

西
】
岡
本　
　

顕

 

〇
九
〇

－

六
四
四
六

－

五
五
二
一

【
西
帯
広
】
清
水
美
喜
子

 

三
七

－

二
七
二
八

【
西　

南
】
田
所　

豊
之

 

二
二

－

七
五
八
三

【
緑
ヶ
丘
】
片
石　

祐
一

 

三
三

－

一
四
四
三

【
白　

樺
】
高
宮　
　

裕

 

三
四

－

一
八
八
二

【
新　

緑
】
千
田　

濱
子

 

二
一

－

四
四
〇
八

【
柏
林
台
】
横
塚
恵
利
子

 

四
一

－

七
七
九
〇

【
緑　

西
】
村
上
久
美
子

 

三
三

－

六
八
五
二

【
稲
田
北
】
平　
　

麗
子

 

四
八

－

〇
七
一
五

【
稲
田
南
】
藤
田　
　

功

 

四
八

－

六
九
五
一

【
大　

空
】
畑
中　

庸
助

 

〇
八
〇

－

四
五
〇
〇

－

九
三
六
六

【
川　

西
】
伊
沢
佐
恵
子

 

六
〇

－

二
五
〇
六

【
大　

正
】
岡
山　

幹
男

 

六
四

－

五
九
五
三

格

失 □ 明

行

高

電 □ 制

巻

指

糾 □ 性

道

世

卓 □ 語

旨

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

生

き

生

き

生

き

生

き

広

場

広

場

☎☎
〇
一
五
五

〇
一
五
五--

二
一
二
一--

四
一
四
四

四
一
四
四

頭

の

体

操

【
ヒ
ン
ト
】

　

絶
対
に
許
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

【
答　
　

え
】

　

□
□
□
□

（
漢
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

【
応
募
方
法
】

　

解
答
と
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
メ
ー

ル
で
、
左
記
へ
お
送
り
く
だ

さ
い
。

【
宛　
　

先
】

○
郵　

送

〒
０
８
０

－

０
０
１
９

帯
広
市
西
９
条
南
11
丁
目

十
勝
勤
医
協
会
館
内

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

○
メ
ー
ル

s
o
s
h
i
k
i
@
t
o
k
a
c
h
i
-
k
i
n
-

ikyo.or.jp

【
賞　
　

品
】

　

抽
選
で
10
人
の
方
に
、
千

円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。

【
締
め
切
り
】

　

５
月
20
日（
当
日
消
印
有

効
）。
発
表
は
第
３
９
８
号（
７

月
号
）紙
上
で
す
。

【
第
３
９
４
号
の
当
選
者
】

　

答
え
は「
桜
花
爛
漫
」で
し

た
。

　

応
募
総
数
１
０
３
通
、
正

解
者
95
通
の
中
か
ら
抽
選
に

よ
り
、
次
の
10
人
の
方
が
当

選
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

安
藤
智
恵
子　

伊
藤
博
喜

能
本
祥
二
郎　

箕
浦
理
枝

吉
田　

節
子　

（
帯
広
市
）

松
本　

哲
夫　

（
音
更
町
）

萩
原　

恵
子　

（
幕
別
町
）

薮
木　

弘
子　

（
芽
室
町
）

堀
川　

恵
子　

（
清
水
町
）

國
中
惠
美
子　

（
札
幌
市
）

　

次
の
□
の
中
に
二
字
熟
語
が
で
き
る
よ
う
に
漢
字
を
入
れ
て

く
だ
さ
い
。
□
に
入
っ
た
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
る
と
答
え
に
な

り
ま
す
。

　

出
題
者
は
立
崎
勝
馬
さ
ん
（
音
更
町
）
で
す
。

音
更
北
友
の
会

料
理
教
室
と
オ
ビ
ロ

ビ
体
操
大
好
評

　

３
月
10
日
、
増
川
管
理
栄

養
士
さ
ん
の
指
導
で
料
理
教

室
と
、
居
宅
白
樺
の
職
員
さ

ん
の
ご
協
力
で
オ
ビ
ロ
ビ
体

操
、
そ
の
後
昼
食
交
流
を
行

い
ま
し
た
。

　

料
理
教
室
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

赤
飯
・
魚
の
煮
付
け
、
味
噌

汁
、
野
菜
サ
ラ
ダ
の
四
品
で

す
が
、
特
に
「
も
や
し
と
豆

苗
の
ホ
ッ
ト
サ
ラ
ダ
」
が
好

評
で
、
早
速
家
庭
で
作
っ
て

み
る
と
い
う
感
想
が
多
か
っ

た
で
す
。
オ
ビ
ロ
ビ
体
操
は
、

毎
月
行
っ
て
い
る
「
ふ
ま
ね

っ
と
」
よ
り
全
身
の
運
動
に

な
る
の
で
、
年
度
の
途
中
で

も
、
オ
ビ
ロ
ビ
を
し
た
い
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

 【
音
更
北
友
の
会　

中
嶋　

晴
子
】

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

緑
西
友
の
会

世
話
人
ご
く
ろ
う
さ
ん

会
で
学
習
会

　
　

ニ
ュ
ー
ス
の
宅
配
を
し

て
い
る
世
話
人
の
み
な
さ
ん

と
「
ご
く
ろ
う
さ
ん
会
」
を

し
ま
し
た
。
初
め
に
白
樺
在

宅
の
セ
ン
タ
ー
長
片
桐
さ
ん

に
、
医
療
・
介
護
の
改
悪
に

つ
い
て
学
習
会
を
し
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
負
担
増
に

な
り
、
特
に
高
齢
者
の
医
療

費
が
増
え
る
、
要
介
護
1
・

2
の
人
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
等

心
配
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で

す
。
安
心
し
て
老
後
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
署

名
な
ど
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う

芽
室
友
の
会

料
理
実
習

 

満
足
で
し
た

　

帯
広
病
院
か
ら
管
理
栄
養

士
の
増
川
祐
子
さ
ん
を
迎
え

実
習
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

「
生
活
習
慣
病
予
防
」
昔
は
、

「
成
人
病
」
と
呼
ん
で
い
た

も
の
、
糖
尿
病
・
心
臓
病
・

と
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
お
弁
当
を
食
べ
な
が
ら

楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

【
緑
西
友
の
会

 

村
上　

久
美
子
】

脳
卒
中
・
が
ん
な
ど
予
防
を

考
え
て
…
。
料
理
の
手
順
を

聞
い
て
、
さ
っ
そ
く
取
り
か

か
り
ま
す
。
主
婦
歴
…
年
の

ベ
テ
ラ
ン
会
員
、
笑
い
声
も

に
ぎ
や
か
に
、
正
味
一
時
間

で
４
品
を
仕
上
げ
、
ゆ
っ
く

り
昼
食
と
な
り
ま
し
た
。「
自

分
う
ち
で
も
作
れ
そ
う
だ
ね
」

「
安
く
て
助
か
る
よ
」
な
ど
。

講
師
も
含
め
９
人
の
参
加
、

次
の
機
会
を
楽
し
み
に
、
満

足
実
習
で
し
た
。

【
芽
室
友
の
会　

梅
津　

美
政
】

第28回第28回十勝健康まつり十勝健康まつり
2017年2017年6月18日6月18日㈰㈰

午前10時～午後１時午前10時～午後１時
ドリームタウン白樺ドリームタウン白樺

十勝勤医協ケアセンター白樺横十勝勤医協ケアセンター白樺横

帯広市白樺16条西2丁目帯広市白樺16条西2丁目

●主催／十勝健康まつり実行委員会
●後援／帯広市・北海道十勝総合振興局・十勝町村会・北海道赤十字

血液センター帯広出張所・十勝毎日新聞社・北海道新聞社帯
広支社・ＯＣＴＶ・ＦＭ -ＪＡＧＡ・ＦＭ -ＷＩＮＧ

◇ステージ企画
◇無料健康相談（10：30～12：00）
◇尿検査・血圧・体脂肪率測定
◇パネル展示
◇各友の会支部や職員による物品販売など
◇抽選会

お問合せ
住所：080-0019

帯広市西9条南11丁目1番地
十勝勤医協会館内

十勝健康まつり実行委員会

電話：0155-21-4718
FAX：0155-21-4840


